
 

 

 

 

 

 

 
 

 

「次の３つの質問に答えてください」 

【質問１】きみが病気や心の悩みなどで苦しんだとき、本気で心配してくれるのは誰ですか？ 

親？ 友達？ 誰もいない？ どれくらい心配してもらえるか境遇はさまざまかも知れません。 

【質問２】きみは家族や友達のことを本気で心配したことはありますか？  

こちらも個人差があるという人もいます。「共感力」というくらいだから学力の差と同じだと。 

【質問３】きみは親でも友達でもない他人が苦しんでいたら、心配になりますか？ 

これが今回の主題です。キリスト教の学校なら、聖書の有名な一節（瀕死のケガ人を見て正反対の態度をとっ

た人達の話）を用いて教えることが多いでしょう。藤中生には、次の言葉を知っていて欲しいと思います。 

「専
もっぱ

ら慈悲
じ ひ

心を発
おこ

して他人
ひ と

の憂
うれ

いを忘るることなかれ」 

ここには上のお言葉の意味を書きません。皆さんで調べてください。そして世界中で宗教や文化の違いを越え

てこれに似たことが教えられているのはなぜか、話し合ってみてください。 

最後に、一遍上人が誰に向かって上の言葉を伝えようとしたのか をも考えてみてください。 
 
 

 

 

 

 残暑で移行期間が延長されていましたが、１０月２８日（水）より冬服更衣となっています。 

基本的には以下の通りになります。 

・冬ズボン、長袖シャツ、ネクタイ、ブレザー ※ネクタイは常時着用です。 

・指定セーター、指定ベスト、コート着用可 

 
 

 
 
 
 

 ４日（水）に実施されます。部活や行事など、なにかと忙しい時期ではありますが、時間を見つけてしっか

りと対策をして臨みましょう。 
 
 
  
 
 

 
 

１０日（火）から１３日（金）まで、中学３年生は熊野方面に研修旅行となります。熊野は宗祖・一遍上人が

熊野権現の神勅を受けた時宗はじまりの地であり、本校ととてもつながりの深い聖地です。事前学習で学んだ

内容を深めたり、荷物準備やパッキングを自分で行ったりなど、常に主体的な行動を心がけて、有意義なもの

としてください。三重県と奈良県南部の県境付近には日本で唯一の県をまたぐ和歌山県の飛び地もあります。

桃太郎伝説が残る那智の滝や、「現在まで変わらずに脈々と受け継がれている聖山の伝統を反映した文化的景

観のほか、山や森、川など豊かな自然も多く残っている。」とされ、世界遺産になった「紀伊山地の霊場と参

詣道」である熊野古道、小栗判官の話が伝わる熊野本宮大社など、歴史と文化が横たわる、日常とは離れた深

山幽谷の世界を感じてください。 
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１１月１日の日没時間は１６時４６分です。日没とともに気温が低下し、暗くなって危険も増します。十分

注意して速やかに帰宅しましょう。 

 

 

 
 

１０日（火）に高等学校で弁論大会が行われます。弁論とは「意見を述べて論ずること」です。ディベート（討

論）とは違う形式で行われる、話して聴衆を納得させる言葉の試合であり、文化部のインターハイと呼ばれる

「高文祭」で全国大会が行われる競技のひとつでもあります。 

 君たちも高校生になったときに出場を目指してみてはいかがでしょうか。 

 

 

 
 

 １１月２３日（月）は勤労感謝の日として祝日の一つに定められていますが、この日は日本という国にとっ

て極めて重要な日です。それは「新嘗祭」が行われるためです。「新嘗祭」は「にいなめさい」とも「しんじ

ょうさい」とも読みます。「新」とは新穀を、「嘗」はお召し上がりいただくことを意味しています。 

 新嘗祭とは、収穫された新穀を神に奉り、その恵みに感謝し、国家安泰、国民の繁栄をお祈りする神事です。

現在、このお祭りは宮中を始め、日本全国の神社で行われていますが、特に宮中では天皇陛下が自らお育てに

なった新穀を奉るとともに、御親
おんみず

からもその新穀をお召し上がりになるようです。収穫感謝のお祭りが１１月

下旬に行われるのは全国各地で収穫が終了する時期に天皇陛下が神を祭る儀式を行われたためと考えられて

います。 

 海外の方々と接したときに、「あなたの国の文化を教えてください」と聞かれて、どのくらい答えられます

か？我が校では異文化交流に関する行事が増えてきています。異文化を理解することも重要ですが、それと同

じくらい「自国の文化を理解する」ことも重要です。こうした日本の根幹をなすような行事にも関心を持って

もよいのではないでしょうか。 

 

  

 

 

 

   １１月０２日（月）    朝礼  

       ４日（水）    月例テスト④（１～２時間目） ３時間目から通常授業 

０５日（木）    野点（２年） 

０７日（土）    自宅学習日 （中・高学校説明会のため） 

１０日（火）～１３日（金）熊野研修旅行（３年） 

１２日（木）    野点（２年） 

１４日（土）    職業講演会（２年） 

自宅学習日（３年） 

２１日（土）    遊行塾教養講座③（２年） 

２６日（木）    期末試験一週間前 

２８日（土）    遊行塾教養講座④（２年） 

11月の予定 

早めの帰宅を 

高等学校弁論大会 

新嘗祭 


